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    ｔ１＝ａ１ｔ１＋ｌ１                   (1) 
       ｔ２＝ａ２ｔ１＋ｌ２                    (2)  
この連立方程式を解くと、 
    ｔ１＝ｌ１／（１－ａ１）          (3) 
    ｔ２＝ａ２ｌ１／（１－ａ１）＋ｌ2      (4) 
ところで、両部門で利潤が生じるためには、 
    ｐ１＞ａ１ｐ１＋ｌ１ w                     (5) 
    ｐ２＞ａ２ｐ１＋ｌ２ w                     (6) 




    ｐ１＞ａ１ｐ１＋ｌ１Ｒｐ２                    
    ｐ２＞ａ２ｐ１＋ｌ２Ｒｐ２                     
この両式を変形すると、 
    ｐ１／ｐ２＞ｌ１Ｒ／（１－ａ１）        
    （１－ｌ2Ｒ）／ａ２＞ｐ１／ｐ２             
そこで、両部門で利潤が存在するためには、 
    （１－ｌ2Ｒ）／ａ２＞ｌ１Ｒ／（１－ａ１）    
とならなければならず、これを変形すると、 
    １＞Ｒ（ａ２ｌ１／（１－ａ１）＋ｌ2 ）       (７) 
となるが、この(７)式の右辺の括弧の中は上記の(4)と同じであり、消費財価値ｔ２ 
に等しい。よって、 















ｘ１＝ａ１ｘ１＋ａ２ｘ２＋ｆ１            (９) 









ｐ１＝ａ１ｐ１＋ｌ１Ｒｐ２＋π１                   (11) 
























  ｐ２＞ａ２ｐ１＋ｌ２Ｒｐ２ 
として求められ、 



















ｔ１＞ａ１ｔ１＋ｌ１Ｒｔ２                    
    ｔ２＞ａ２ｔ１＋ｌ２Ｒｔ２ 
  ここから、 
    （１－ｌ２Ｒ）/ａ２＞ｔ１/ｔ２＞ｌ１Ｒ/（１－ａ１） 
 よって、 












ｘ１＝ａ１１ｘ１＋ａ１２ｘ２＋ｆ１           (９)´ 























ｐｉ･･･第 i 商品１単位の価格 （縦ベクトル） 
ℓi  ･･･第ｉ商品１単位の生産に直接必要な労働量 （縦ベクトル） 
ａij･･･第 i 商品１単位の生産に必要な第ｊ商品の量 →Ａ（ｎ行×ｎ列の正方ベクトル） 
   ＊置塩の場合には、通常の投入産出表とは投入係数の行列表記が逆になっている
ことに注意。 
Ｒ･･･労働者が単位労働当たりに受け取る実質賃金バスケット →Ｒ（横ベクトル） 









（Ｉ－Ａ－ℓＲ）ｐ＞０            (14) 
とも書け、これを満たすｐ＞０が存在すれば、剰余価値が存在する。すなわち 









    （Ｉ－Ａ）ｔ＝ℓ               (16) 
であるから、(15)式から(16)式を引くと、 
    （Ｉ－Ａ）（（ｐ／ｗ）－ｔ）＞０ 
したがって、 
     ｐ／ｗ＞ｔ                 (17) 
(17)式に左からＲを掛けて、 











































 Gintis & Bowles［1981］による事例的証明から紹介しよう。彼らは以下の２財及び実
質賃金の数量モデルを設定する。 
 1/2 ブッシェルの食料（Ｆ）＋1/2 時間の労働（Ｌ）→１ブッショルの食料（Ｆ） 

























表１ 2 財モデルの価値額表示（労働価値） 
      不変資本 可変資本 剰余価値 商品価値 
食料産業  (1/2)×３ (1/4)×３ (1/4)×３ ＝１×３ 





















   1/2＋1/2・1/2＝ＶＦ＝3/4 
投入側の食料価値は１だから、同様にして宝石の食料価値は、 













表２ 2 財モデルの価値額表示（食料価値） 
      可変資本 不変資本 剰余価値 商品価値 
食料産業  (1/2)×３ (1/4)×３ (1/4)×３ ＝１×３ 


































  μｊ＝ａ１ｊ＋ ｉａｉｊ＋μｎ＋１Lｊ （ｊ＝１,･･･,n）     (1) 
μｎ＋１＝b１＋ ｉbｉ                                (2) 
ここで(2)式を(1)式に代入すると、 
μｊ＝（ａ１ｊ＋b１Lｊ）＋ ｉ（ａｉｊ＋bｉLｊ）         (3) 
変形して、 
μｊ＝ ｉ（ａｉｊ＋bｉLｊ）＋（１－μ１）（ａ１ｊ＋b１Lｊ）    (4) 
拡張的投入係数を生産的な行列 M≡A＋bL で定義し、μをベクトルで書き直すと、 















































































   λｋｋ＝ａｋｋ＋Λｋａｉｋ                 (8) 














































































































































































































































































力商品の価値に限定した効果が働いているとみることができるであろう。   
２）労働の特殊性 
第２に指摘したいのは、他の商品と比べて労働が有する多くの特殊性である。岩田[2011]、



















































































































































  ｘ１＝ａ１ｘ１＋ａ２ｘ２＋ｆ１        (1) 
ｘ２＝ｆ２                       (2) 
ｐ１＝ａ１ｐ１＋ｖ１                   (3) 





ｘ１＞ａ１ｘ１＋ａ２ｘ２                (5) 
ｘ２＞０                 (6) 
また付加価値保証条件は、 
ｐ１＞ａ１ｐ１                (7) 
 ｐ２＞ａ２ｐ１                         (8) 
(5)、(6)から、 




  同様にして(7)、(8)から、 
｛（１－ａ１）/ａ２｝ｐ２＞（１－ａ１）ｐ１＞０ 
よって付加価値保証条件も（１－ａ１）＞０、ａ２＞０。 
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